
 

  書類審査通過者 5企画を発表！！  

2018.10.09 

「2018年度 第 10回 京都映画企画市-Kyoto Film Pitching-」 

書類審査通過者を決定 

 

特定非営利活動法人映像産業振興機構（略称：VIPO、理事長：松谷孝征、東京都中央区）

と京都府が共同で開催している「2018年度第 10回京都映画企画市 -Kyoto Film Pitching-」

につきまして、今年度の書類通過者（＝公開プレゼンテーション審査の参加者）が決定いた

しました。 

10月 28日（日）には、書類審査を見事通過した 5企画の代表者による、一般公開の映画企

画コンテストを行います。優秀賞作品企画（1企画）には、350万円相当のパイロット版映

像制作の権利が付与されます。 

 

【プレゼンテーション審査 プレゼンター・企画名】 

 

・白川政彦（プロデューサー） 『夏の踊り子』 

・山本一郎 (監督) 『人を殺したが・・・』 

・浅沼直也（監督）/ 西貴人（脚本） 

『ヒ素(砒素)を幕末・江戸時代の科学力で検出することは可能か?』 

・土井健生（プロデューサー） 『もくじき濤次郎』 

・竹中貞人 (監督) / 大塚安希（プロデューサー） 『風船オジサン』 

                                    以上 

 

【2018年度 開催概要】  

名 称：第 10回 京都映画企画市 -Kyoto Film Pitching- 

会 場：京都文化博物館 別館ホール 

日 時：2018年 10月 28日 14：00～18:00 （受付開始 13:30） 

入場料：無料 

主 催：京都府、特定非営利活動法人映像産業振興機構(VIPO) 

共 催：KYOTO Cross Media Experience 実行委員会 

後 援：経済産業省近畿経済産業局 

協 力：東映㈱京都撮影所、㈱松竹撮影所、㈱東映京都スタジオ、京都文化博物館、 

(一社) 日本映画製作者連盟、全国映画教育協議会、(一社) 日本映画テレビプロデューサー

協会 


